
中２国- 1

次
の
一
、
二
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
中
の

―
線
部
の
漢
字
の
正
し
い
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
な

さ
い
。

１

握
力
を
測
定
す
る
。

２

互
角
の
勝
負
が
続
く
。

３

影
響
が
大
き
い
。

二

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
中
の

―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ

か

い

い
。

１

バ
ス
が
テ
イ
シ
ャ
し
た
。

２

肉
を
ヤ
く
。

３

ハ
ゲ
し
い
雨
が
降
る
。 組

番

氏
名

前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）
国
語

中
二

１ 著
作
権
の
関
係
上
、
一
部
の
問
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



中２国- 2

次
の
１
か
ら
６
の
文
の
【
単
語
の
数
】
と
【
文
節
の
数
】
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
下

の

の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
）

（
例
）

森

の

中

に

家

が

あ
る
。

【
単
語
の
数
】
＝
七

森
の

中
に

家
が

あ
る
。

【
文
節
の
数
】
＝
四

１

花
だ
ん
に
白
い
花
が
咲
く
。

さ

２

大
き
い
犬
が
、
え
さ
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
。

３

来
月
、
学
校
で
体
育
祭
が
あ
る
。

４

江
戸
の
知
恵
を
現
代
に
生
か
す
。

５

弟
が
、
駅
に
行
く
。

６

風
が
、
花
の
に
お
い
を
運
ぶ
。

２

ア

【
単
語
の
数
】
五
、
【
文
節
の
数
】
三

イ

【
単
語
の
数
】
六
、
【
文
節
の
数
】
四

ウ

【
単
語
の
数
】
六
、
【
文
節
の
数
】
五

エ

【
単
語
の
数
】
七
、
【
文
節
の
数
】
四

オ

【
単
語
の
数
】
七
、
【
文
節
の
数
】
五



平
成
三
十
年
度
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）

中

学

校

第

二

学

年

国

語

解

答

用

紙

〈

こ

こ

か

ら

左

に

は

解

答

を

書

い

て

は

い

け

ま

せ

ん

〉

学
校
名

組
出
席
番
号

氏
名

／１２問
中

２

１

２

３

４

５

６

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

１

一

１

２

３

二

１

２

（
く
）

３

（
し
い
）



１
■
正
答

一

１

あ
く
り
ょ
く

２

ご
か
く

３

え
い
き
ょ
う

二

１

停
車

２

焼
（
く
）

３

激
（
し
い
）

２
■
正
答

１

イ

２

オ

３

イ

４

エ

５

ア

６

エ

■
考
え
方

「
単
語
」
は
、
言
葉
の
意
味
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、
文
節
を
さ
ら
に
細
か
く
分
け
た
も
の
で
す
。

「
文
節
」
は
、
発
音
や
意
味
が
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
文
を
短
く
区
切
っ
た
ま
と
ま
り
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
「
ね
」
「
さ
」
な
ど
を
入
れ
て
、
不
自
然
で
な
い
と
こ
ろ
で
区
切
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

答
え
と
確
か
め

組

番

氏
名

前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）
国
語

中
二

【
生
徒
用
】



中２数- 1

次の計算をしなさい。

（１）０.６×
２
５

（２）１０－８÷(－２)

（３）４(３x －２)＋３(２x ＋５)

（４）３ x－１×８
４

１

前年度サポート問題（第１回）

〔数学〕中２ 組 番 氏名



中２数- 2

次の方程式を解きなさい。

（１）２x－３(１－２x)＝５

（２）３ x＋３＝２－ x
４

下の文章を読んで、次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）生徒の人数を x人とし、方程式をつくりなさい。

（２）生徒の人数を求めなさい。

（３）折り紙の枚数を求めなさい。

２

何人かの生徒に折り紙を配ります。１人に４枚ずつ配ろうとすると２１
枚余り、１人に６枚ずつ配ろうとすると３枚たりません。

３



中２数- 3

直線ℓ上の点Ｐを通るℓ の垂線を、次の①、②、③の手順で作図しました。

【作図の方法】

① 点Ｐを中心として、適当な半径の円をかき、直線ℓとの交点をそれぞ
れ、点Ａ、点Ｂとする。

② 点Ａ、点Ｂを中心として、等しい半径の円を交わるようにかき、その
交点の１つを点Ｑとする。

③ 点Ｐと点Ｑを通る直線を引く。

この作図の方法は、対称な図形の性質を用いているとみることができます。
どのような性質を用いているといえますか。下のアからオまでの中から正しい
ものを１つ選びなさい。

ア 点Ａを対象の中心とする点対称な図形の性質を用いている。
イ 点Ｂを対象の中心とする点対称な図形の性質を用いている。
ウ 点Ｑを対象の中心とする点対称な図形の性質を用いている。
エ 直線ＡＢを対称軸とする線対称な図形の性質を用いている。
オ 直線ＰＱを対称軸とする線対称な図形の性質を用いている。

４



中２数- 4

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）下の図のような直方体があります。ＡＣは長方形ＡＢＣＤの対角線です。
このとき、直線ＡＣと平行な面を書きなさい。

（２）図１は底面の円の半径が３㎝、高さが４㎝、母線の長さが５㎝の円錐の
すい

見取図で、図２はその展開図です。xの値を求めなさい。

（３）下の図１は円柱で、図２は円錐です。それぞれの立体の底面の円は合同
すい

で、高さは等しいことがわかっています。図１の円柱の体積が６００㎝３の

とき、図２の円錐の体積を求めなさい。
すい

５

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

３㎝

４㎝
５㎝

x㎝

図１ 図２

図１ 図２



中２数- 5

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） y が x に反比例し、比例定数が－３のとき、x の値とそれに対応する y
の値について、下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア xの値と yの値の和は、いつも－３である。
イ yの値から xの値をひいた差は、いつも－３である。
ウ xの値が０でないとき、xの値と yの値の積は、いつも－３である。
エ x の値が０でないとき、y の値を x の値でわった商は、いつも－３であ
る。

（２）yは xに比例し、x＝－１０のとき、y＝５です。
このとき、次の①、②の各問いに答えなさい。

① yを xの式で表しなさい。

② 点Ａがこの比例のグラフ上にあるとき、 に当てはまる数を求め
なさい。

Ａ（ ，－１２）

（３）「プールの水の深さは１２０cm以下である」という数量の関係を、プール
の水の深さを x cmとして不等式で表しなさい。

６



中２数- 6

生活委員会では、落とし物を減らすために、全１５学級で落とし物調査を行
うことにしました。
調査を同じ日数で２回行ったところで、拓也さんと優香さんは、その結果を

表とグラフにまとめました。優香さんが作ったグラフでは、例えば、落とし物
の個数が１２個以上１５個以下だった学級が、１回目、２回目とも１学級ずつ
あったことを表しています。

拓也さんが作った表 （個）

優香さんが作ったグラフ
（学級）

８

７

６

５

４

３

２

１

０
０ ４ ８ 12 16 20 24 28 （個）
～～～～～～～～
３ ７ 11 15 19 23 27 31

落とし物の個数

二人は、調査結果について話し合っています。

拓也さん「落とし物の合計の平均値が２０.３個から１９.３個に減ったから、
１回目より２回目の方が落とし物の状況はよくなったね。」

優香さん「でも、平均値だけで判断していいのかな。グラフ全体を見ると、
よくなったとは言い切れないよ。」

グラフを見ると、優香さんのように「１回目より２回目の方が落とし物の状
況がよくなったとは言い切れない」と主張することもできます。そのように主
張することができる理由を、優香さんが作ったグラフの１回目と２回目の調査
結果を比較して説明しなさい。

７

学
級
数



平成30年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

中学校第２学年

数学 解答（生徒用）

１
６

(1)
２５

(2) １４

(3) １８ x ＋７ (4) ６ x－２

２

(1) x ＝１ (2) x＝－４
７

３

(1) ４ x ＋２１＝６ x－３ (2) １２ 人

(3) ６９ 枚

４
ア イ ウ エ オ

５

(1) （例）面ＥＦＧＨ (2) ５ (３ ) ２００

学校名 組 出席番号 氏 名

／18問中

等しい関係になる数量を２通りの方法
で表し、等式をつくることが大切です。

面FGHEや面HGFE等も正答です。 円錐の体積は、それと底面が合同で高
さが等しい円柱の体積の1/3となります。

〔 ０.２４ 〕

㎝
３



６

(1) ア イ ウ エ
(2) y ＝－

１ x (2) ２４
① ２ ②

(3) x ≦１２０

７ （例）

２回目の調査結果では、落とし物が１学級だけ極端に
きよく たん

少ないから平均値が下がっているだけで、他の学級の落

とし物の状況がよくなっているとは限らないから、１回

目より２回目の方がよくなっているとは言い切れない。

次の(a)、(b)、(c)のいずれかと、(d)について記述していれば正解です。
(a) ２回目の調査結果では、落とし物が極端に少ない学級があるから、
平均値が下がっていること。

(b) １学級を除くとグラフの形がほとんど変わっていないこと、最頻値が
かわらないこと、中央値が含まれる階級が変わらないことのいずれか。

(c) 落とし物の個数が24個以上27個以下の学級が増えていること。
(d) １回目の調査結果より２回目の調査結果の方が、必ずしもよくなった
とは言い切れないこと。


